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帥著作権の一元的構成について

著

作

権

の

万
的
構
成
に

つ

て

目

次

序
|
問
題
の
提
起
と
用
語
上
の
約
束

第
一
章
学
説
の
形
成
と
そ
の
批
判
(
以
上
本
誌
一
五
巻
一
号
)

第
二
章
実
定
法
に
お
け
る
著
作
権
の
構
造

-
比
較
法
的
考
察

i

第
一
節
著
作
人
格
権
の
形
成
と
そ
の
諸
類
型

第
二
節
各
実
定
法
体
系
に
お
け
る
著
作
人
格
権
の
地
位
(
以
上
本
誌
一
五
巻
三
号
)

第

三

節

総

括

l
各
国
法
の
比
較

l
(以
上
本
誌
一
五
巻
三
号
)

第
三
章
わ
が
国
の
著
作
権
制
度
と
一
元
的
構
成

(四)

半

田

正

夫
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説論

第
一
節
著
作
権
の
権
利
構
成
に
関
す
る
従
来
の
考
え
方
と
そ
の
批
判

第
一
項
二
元
的
構
成
論
と
そ
の
批
判

第
二
項
一
元
的
構
成
論
と
そ
の
批
判

第
二
節
著
作
権
二
元
論
の
前
提
に
つ
い
て
の
検
討

第
一
項
著
作
権
の
保
護
客
体著

作
物
の
本
質
|

第
二
項
著
作
権
の
保
護
主
体
(
以
上
本
号
)

第
三
節
著
作
権
一
元
論
に
よ
る
現
行
法
の
解
釈

第

四

節

派

生

的

諸

問

題

結
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第
三
章

わ
が
国
の
著
作
権
制
度
と
一
元
的
構
成

本
章
で
は
、
第
一
章
及
び
第
二
章
で
わ
れ
わ
れ
の
最
も
す
ぐ
れ
て
い
る
と
思
料
し
た
著
作
権
一
元
論
に
よ
っ
て
わ
が
著
作
権
法
の
解
釈

を
試
み
る
こ
と
が
果
し
て
ど
の
程
度
ま
で
可
能
で
あ
る
か
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。

わ
が
国
の
著
作
権
制
度
i
そ
れ
は
欧
米
各
国
と
同
様
、
出
版
者
の
営
業
保
護
と
検
聞
を
兼
ね
た
特
許
制
度
を
一
克
服
し
て
登
場
し
て
き
た

も
の
で
あ
る
が
|
は
、
明
治
三
二
年
に
お
け
る
現
行
著
作
権
法
の
制
定
に
よ
っ
て
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
法
律
は
、
ベ
ル
ヌ
条
約
加
盟
の

た
め
同
条
約
に
適
応
す
る
圏
内
法
整
備
の
必
要
上
応
急
の
措
置
と
し
て
制
定
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
故
に
著
作
者
の
権
利
意

識
の
覚
醒
に
基
づ
く
権
利
擁
護
斗
争
の
結
果
獲
得
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
成
立
当
初
か
ら
内
容
に
お
い
て
き
わ
め
て
不
備

な
も
の
で
あ
っ
た
。
か
て
て
加
え
て
、
近
年
に
お
け
る
機
械
技
術
と
マ
ス
コ
ミ
の
急
速
な
発
展
は
、
著
作
物
の
経
済
的
利
用
の
方
法
を
大
幅

に
増
加
さ
せ
る
一
方
、
従
来
殆
ど
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
著
作
者
の
観
念
的
利
益
保
護
の
要
請
が
重
要
視
さ
れ
る
に
及
び
、

ま
す
ま
す
そ
の



不
備
が
痛
感
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
勿
論
わ
が
著
作
権
法
と
て
も
徒
ら
に
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
制
定
以
来
今
日

ま
で
数
次
に
わ
た
る
部
分
的
改
正
を
施
し
て
は
い
る
o

だ
が
そ
れ
は
条
文
の
錯
雑
化
を
招
く
の
み
で
内
容
の
完
全
さ
を
解
消
さ
せ
る
に
は

ほ
ど
遠
い
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
o

そ
の
問
、
欧
米
各
国
で
は
圏
内
法
の
全
面
的
改
正
を
次
々
と
実
施
す
る
に
い
た
り
、

か
か
る
国
際
的

趨
勢
と
歩
調
を
ム
ロ
せ
る
意
味
か
ら
も
わ
が
著
作
権
法
の
全
面
的
改
正
が
緊
急
の
-
課
題
と
な
っ
て
き
た
o

そ
の
結
果
、

わ
が
国
で
は
遅
れ
ば

〔

4
〕

せ
な
が
ら
昭
和
三
七
年
に
著
作
権
制
度
審
議
会
を
発
足
さ
せ
、
著
作
権
法
の
全
面
的
改
正
に
つ
い
て
の
審
議
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
に
お
い
て
、
著
作
権
二
五
論
に
よ
っ
て
現
行
法
の
解
釈
を
試
み
、
そ
の
操
作
を
通
じ
て
わ
が
著
作
権
制
度
の
あ

り
か
た
を
検
討
し
て
み
る
の
も
決
し
て
意
味
の
な
い
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
観
点
に
基
づ
き
本
章
で
は
次
の
よ
う
な
論
述
の
し
か
た
を
と
る
。

占

の (i)
指
摘
だ
け

と
ど
め
る

ま
ず
第
一
に
、
著
作
権
の
権
利
構
成
に
関
す
る
わ
が
国
の
従
来
の
学
説
の
紹
介
と
そ
の
批
判
を
行
う
o

こ
こ
で
は
主
と
し
て
問
題

制

)
 

-
1
 

・1(
 
次
に
、
著
作
権
二
冗
論
が
そ
の
理
論
的
構
成
の
前
提
と
し
て
処
理
し
た
二
つ
の
問
題
に
つ
い
て
再
検
討
し
、

一
元
的
構
成
の
必
然

性
(vi) (凶の

補
強
を
試
み
る

著作権の一元的様成について

続
い
て
、
著
作
権
一
元
論
に
よ
る
現
行
法
の
解
釈
を
著
作
権
の
動
態
的
側
面
に
問
題
を
限
定
し
て
考
察
す
る
。

最
後
に
、
派
生
的
問
題
に
つ
い
て
一
元
的
構
成
が
ど
の
程
度
ま
で
維
持
で
き
る
か
を
検
討
す
る
。

げ)↓

わ
が
著
作
権
法
の
沿
革
を
顧
み
れ
ば
、
お
よ
そ
次
の
コ
一
時
期
に
わ
か
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

特
許
制
度
の
実
施

わ
が
国
に
お
け
る
著
作
権
に
関
す
る
法
規
の
最
初
の
も
の
と
目
さ
れ
る
の
は
明
治
一
一
年
の
出
版
条
例
で
あ
る
。
こ
の
条
例
は
、
そ
の
名
称
が
示
す
如

く
む
し
ろ
出
版
法
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
主
と
し
て
出
版
の
取
締
に
関
す
る
事
項
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
若
干
の
著
作
者
|
と

北法15(4・19)611 



説?:d. 
6冊

う
い
よ
り
も
む
し
ろ
出
版
者

l
保
護
の
規
定
を
設
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
条
例
は
著
作
権
保
護
に
関
す
る
規
定
と
、
出
版
取
締
に
関
や
る
規
定
と

を
混
浴
し
て
う
ち
に
含
め
て
い
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

明
治
一
一
年
の
出
版
条
例
は
同
五
年
の
文
部
省
布
達
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
、
さ
ら
に
明
治
八
年
の
出
版
条
例
に
受
け
つ
が
れ
て
い
る
。
明
治
八
年
の
条

例
の
特
色
は
、
版
権
と
い
う
名
称
を
法
文
上
は
じ
め
て
使
用
し
た
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
同
条
例
二
条
に
お
い
て
「
図
書
ヲ
著
作
シ
又
ハ
外
国
/
図
書

ヲ
翻
訳

γ
テ
出
版
ス
ル
ト
キ
ハ
一
一
一

0
年
間
専
売
ノ
権
ヲ
与
フ
ヘ
シ
比
専
売
/
権
ヲ
版
権
ト
云
フ
」
と
規
定
し
、
版
権
と
は
図
書
専
売
の
権
、
つ
ま
り
排

他
的
出
版
権
を
意
味
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
版
権
の
譲
渡
、
相
続
、
分
版
、
侵
害
に
対
す
る
刑
罰
等
に
つ
き
叫
詳
細
な
規
定
を
設
け
た
。

一
方
、
写
真
に
つ
い
て
は
明
治
九
年
に
写
真
条
例
が
制
定
さ
れ
、
写
真
に
も
版
権
が
認
め
ら
れ
た
。

以
上
の
諸
条
例
の
立
法
趣
旨
は
、
国
家
的
見
地
か
ら
み
て
有
益
な
図
書
を
出
版
し
た
者
に
対
し
、
出
版
の
費
用
を
償
わ
し
め
る
た
め
に
一
定
の
期
間

専
売
権
を
与
え
る
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
専
売
権
の
附
与
は
官
庁
の
裁
量
に
か
か
ら
し
め
ら
れ
た
ば
か
り
か
、
そ
の
専
売
権
も
著
作
者
に

与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
出
版
者
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
今
日
の
著
作
権
と
は
本
質
的
な
相
違
が
あ
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
著
作
権
法
史
の
初
期
に
お
け
る
か
か
る
現
象
は
、
ひ
と
り
わ
が
国
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
い
て
も
み
ら
れ

る
現
象
で
あ
り
、
各
国
が
特
許
制
度
を
克
服
し
て
著
作
権
制
度
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
と
対
比
さ
せ
る
と
き
、
わ
が
国
の
こ
の
時
期
に
お
け

る
特
許
制
度
も
著
作
権
制
度
へ
至
る
一
里
塚
と
し
て
の
意
味
は
も
ち
え
よ
う
。

登
録
制
度
の
採
用

出
版
の
取
締
に
関
す
る
規
定
と
版
権
の
保
護
に
関
す
る
規
定
と
が
錯
綜
し
て
い
た
上
述
の
出
版
条
例
は
、
明
治
二

O
年
に
い
た
り
内
容
が
二
分
さ

れ
、
出
版
の
取
締
に
関
す
る
規
定
の
み
を
含
め
る
出
版
条
例
と
版
権
の
保
護
に
関
す
る
規
定
の
み
を
内
容
と
す
る
版
権
条
例
と
に
改
編
さ
れ
る
に
い
た

っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
版
権
条
例
は
多
く
の
点
で
特
許
時
代
に
お
け
る
版
権
の
内
容
を
改
め
混
在
の
著
作
権
に
近
づ
け
て
い
る
。
特
に
重
要
な
の
は
次

の
諸
点
で
あ
る
。

-
版
権
を
取
得
す
る
に
は
内
務
省
に
登
録
す
れ
ば
足
り
る
と
し
た
こ
と
(
三
条
)
。
所
謂
特
許
主
義
か
ら
登
録
主
義
へ
の
転
換
を
明
ら
か
に
し
た
も

の
で
あ
る
。
登
録
は
版
権
取
得
の
必
要
条
件
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
登
録
を
履
行
し
な
い
と
き
は
版
権
を
有
せ
ず
、
著
作
物
が
公
有
と
な

る
こ
と
勿
論
で
あ
る
。

(吟

2 

版
権
の
主
体
を
著
作
者
と
し
た
こ
と
(
七
条
〉
。
従
来
専
売
権
は
出
版
者
に
与
え
ら
れ
て
い
た
が
、

未
刊
の
著
作
物
に
つ
い
て
も
版
権
を
与
え
た
三
と
(
ご
ご
条
)
。

3 

北法15(4・20)612

版
権
条
例
で
は
こ
れ
を
著
作
者
に
与
え
た
。



制著作権の一元的構成について

著
作
人
格
権
に
関
す
る
規
定
を
置
い
た
こ
と
(
一
二
条
、
二
八
条
)
。
従
来
の
法
令
は
単
に
金
銭
上
の
権
利
保
護
を
目
的
と
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
、

新
条
例
で
は
著
作
人
格
権
を
認
め
た
。
す
な
わ
ち
、
世
人
を
欺
附
す
る
た
め
故
ら
に
版
権
所
有
の
文
書
図
画
の
題
号
を
冒
し
、
あ
る
い
は
模
擬
し
、

ま
た
は
氏
名
屋
号
等
の
類
似
し
た
る
も
の
を
湊
合
し
て
他
人
の
版
権
を
妨
害
す
る
者
を
偽
版
を
以
て
論
じ
、
ま
た
版
権
な
き
文
書
図
画
と
錐
も
こ
れ

を
改
践
し
て
著
作
者
の
意
を
害
し
、
ま
た
は
そ
の
表
題
を
改
め
、
ま
た
は
著
作
者
の
氏
名
を
隠
匿
し
、
ま
汁
は
他
人
の
著
作
と
詐
称
し
て
翻
刻
す
る

者
を
処
罰
す
る
と
の
規
定
を
置
い
た
。

明
治
二

O
年
の
版
権
条
例
が
制
定
さ
れ
た
同
年
、
脚
本
条
例
が
制
定
さ
れ
、
演
刻
脚
本
及
び
楽
語
の
興
行
権
が
新
た
に
認
め
ら
れ
た
ほ
か
、
写
真
条

例
が
改
正
さ
れ
写
真
版
権
条
例
が
制
定
さ
れ
た
。
な
お
明
治
二

O
年
の
版
権
条
例
は
明
治
二
六
年
に
若
干
改
正
さ
れ
て
版
権
法
と
し
て
公
布
さ
れ
る
に

い
た
っ
た
。

以
上
、
版
権
条
例
及
び
版
権
法
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
登
録
制
度
採
用
の
時
期
を
通
常
、
版
権
法
時
代
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
は
特
許

制
度
か
ら
著
作
権
制
度
へ
い
た
る
過
渡
的
段
階
と
し
て
、
き
わ
め
て
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。

4 

かす

著
作
権
制
度
の
誕
生

現
行
著
作
権
法
は
本
文
で
述
べ
た
如
く
、
ベ
ル
ヌ
条
約
加
盟
の
準
備
工
作
と
し
て
制
定
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
水
野
錬
太
郎
博
士
の
起
草
に
か
か
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
法
律
は
従
来
の
法
令
に
く
ら
べ
多
く
の
特
色
を
も
っ
て
い
る
。
主
な
も
の
は
次
の
諸
点
に
あ
る
。

i

著
作
権
は
著
作
に
よ
っ
て
当
然
に
発
生
す
る
も
の
と
し
た
こ
と
。
登
録
制
度
は
存
置
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
著
作
権
発
生
の
原
因
と
し
て
で
は
な

く
、
単
に
著
作
権
侵
害
に
対
す
る
出
訴
要
件
並
に
著
作
権
の
譲
渡
、
質
入
の
際
の
第
三
者
対
抗
要
件
と
し
て
認
め
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。

2

著
作
権
保
護
の
範
囲
を
拡
大
強
化
し
た
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
従
来
保
護
さ
れ
た
著
作
物
の
種
類
の
ほ
か
に
新
た
に
彫
刻
、
模
型
等
を
加
え
る
と
と

も
に
、
他
方
著
作
人
格
権
を
拡
張
し
て
、
未
発
行
著
作
物
の
原
本
及
び
そ
の
著
作
権
の
差
押
を
禁
止
し
、
ま
た
著
作
物
の
改
銭
、
著
作
者
の
氏
名
変

更
の
禁
止
を
著
作
権
の
譲
受
人
に
ま
で
及
ぼ
し
そ
の
罰
則
を
強
化
し
た
。

3

著
作
権
の
保
護
期
間
を
、
著
作
者
の
生
存
中
ま
た
は
死
後
三

O
年
と
し
、
法
人
の
発
行
し
た
著
作
物
、
無
名
変
名
の
著
作
物
、
死
後
発
行
の
著
作

物
は
最
初
の
発
行
の
時
よ
り
三

O
年
と
し
た
こ
と
。

4

外
国
著
作
者
の
権
利
を
保
護
し
た
こ
と
。
従
来
わ
が
国
は
外
国
著
作
者
の
権
利
を
認
め
ず
、
外
国
著
作
物
を
翻
訳
す
る
こ
と
は
全
く
自
由
で
あ
っ

た
。
蓋
し
、
わ
が
国
の
文
化
は
欧
米
よ
り
輸
入
す
る
も
の
多
く
、
ま
た
欧
米
の
文
化
を
輸
入
す
る
こ
と
は
、
わ
が
国
の
文
化
を
進
捗
さ
せ
る
の
に
最

も
必
要
で
あ
っ
た
が
た
め
で
あ
る
。
だ
が
、
ベ
ル
ヌ
条
約
に
加
盟
す
る
以
上
、
内
外
人
平
等
主
義
を
採
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
著
作

北法15(4・21)613 



説
ヨメ，
6四

権
法
制
定
の
真
の
目
的
は
ま
さ
に
外
国
著
作
者
の
権
利
を
保
護
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
も
の
と
み
と
め
て
差
支
え
な
い
よ
う
で
あ
る
0

5

翻
訳
権
の
保
護
期
間
を
原
著
作
物
発
行
の
と
き
よ
り
一

O
年
と
し
た
こ
と
。

以
上
主
と
し
て
、
水
野
・
「
本
邦
著
作
権
法
の
沿
革
」
法
協
二

O
巻
八
号
六
一
七
頁
以
下
、
榛
村
・
著
作
権
法
概
論
(
昭
和
八
年
〉
一

O
頁
以
下
、

勝
本
・
日
本
著
作
権
法
(
昭
和
二
三
年
)
一
一
六
頁
以
下
、
伊
藤
信
男
・
綜
合
近
代
著
作
権
文
化
史
年
表
(
昭
和
三
五
年
)
に
よ
る
。

著
作
権
の
名
称
の
由
来
に
つ
い
て
、
著
作
権
法
制
定
の
衝
に
あ
た
っ
た
水
野
博
士
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

「
著
作
権
ト
云
フ
言
葉
ハ
新
シ
イ
言
葉
デ
、
著
作
権
法
ヲ
編
ミ
マ
ス
ル
ト
キ
ニ
実
ハ
私
ガ
捺
ヘ
タ
言
葉
、
テ
ア
ル
ノ
デ
ス
:
:
:
素
ト
此
著
作
権
ト
云
フ

名
称
ハ
日
本
ノ
従
来
ノ
法
制
デ
ハ
版
権
卜
称
シ
来
ツ
タ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
版
権
ト
云
フ
ト
、
出
版
ス
ル
権
ト
云
フ
ヤ
ウ
ニ
解
セ
ラ
レ
マ
シ
テ
、
少

シ
ク
狭
過
ギ
ル
ヤ
ウ
ニ
考
へ
ラ
ル
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
元
来
著
作
者
ノ
権
利
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
唯
リ
出
版
ス
ル
権
利
バ
カ
リ
デ
ナ
ク
、
美
術
者
ノ
絵
画
、

彫
刻
物
ノ
上
ニ
持
ツ
権
利
、
音
楽
家
ノ
音
譜
ニ
対
シ
テ
持
ツ
権
利
ト
一
云
フ
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
モ
、
著
作
権
ト
云
フ
中
ニ
含
マ
ル
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、

版
権
ト
云
フ
テ
ハ
意
味
ガ
狭
イ
カ
ヲ
、
版
権
ナ
ル
名
称
ヲ
改
メ
テ
著
作
権
ト
云
フ
名
ヲ
捺
ヘ
タ
ノ
デ
ス
:
:
:
加
藤
博
士
其
他
ノ
人
ノ
説
-
一
或
ハ
創
作
権

ト
シ
タ
ラ
ド
ウ
カ
ト
云
フ
コ
ト
モ
ア
リ
マ
シ
タ
ガ
、
著
作
者
ノ
権
利
ガ
創
作
権
デ
ア
ル
カ
否
ヤ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
一
ツ
ノ
学
理
上
ノ
問
題
ト
ナ
ツ
テ
居
リ

マ
ス
ル
カ
ヲ
、
兎
ニ
角
適
当
ノ
文
字
ガ
見
附
カ
ル
マ
デ
ハ
著
作
権
ト
云
フ
言
葉
ヲ
用
ヒ
テ
、
法
律
上
ノ
言
葉
ト
シ
ヤ
ウ
ト
云
フ
ノ
デ
、
遂
ユ
著
作
権
ト

云
フ
言
葉
ガ
通
過
ツ
テ
今
日
ノ
法
律
語
ト
ナ
ツ
タ
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
」
水
野
・
「
著
作
権
ノ
性
質
-
一
就
テ
」
法
協
二
一
巻
七
号
九

O
六
、
九

O
七
頁
参

照。現
在
ま
で
の
法
改
正
の
う
ち
主
な
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

-
明
治
四
三
の
改
正
改
訂
ベ
ル
ヌ
条
約
の
成
立
に
伴
う
改
正
で
あ
る
。
保
護
さ
れ
る
著
作
物
の
中
に
新
た
に
建
築
を
加
え
、
ま
た
登
録
を
著
作
権
侵

生
一
日
に
対
す
る
出
訴
要
件
と
し
た
従
来
の
規
定
を
削
除
す
る
反
商
、
相
続
の
第
三
者
対
抗
要
件
と
す
る
な
ど
の
規
定
を
挿
入
し
た
。

2

大
正
九
年
の
改
正
保
護
さ
れ
る
著
作
物
に
演
奏
、
歌
唱
を
加
え
、
ま
た
「
音
ヲ
器
械
的
ニ
複
製
ス
ル
ノ
用
ニ
供
ス
ル
機
器
ニ
他
人
ノ
著
作
物
ヲ
写

調
ス
ル
者
ハ
偽
作
者
ト
看
倣
ス
」
と
い
う
規
定
を
設
け
た
。

3

昭
和
六
年
の
改
正
ベ
ル
ヌ
条
約
ロ

l
マ
規
定
に
順
応
す
る
た
め
の
改
正
で
あ
る
。
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、
著
作
人
格
権
の
強
化
、
映
画
の
保
護
、

ラ
ヂ
オ
放
送
権
の
承
認
と
放
送
権
に
関
す
る
強
制
実
施
許
諾
制
度
の
新
設
及
び
新
聞
雑
誌
の
転
載
引
用
権
の
承
認
な
ど
の
規
定
が
お
か
れ
た
。

4

昭
和
九
年
の
改
正
社
会
的
事
実
と
の
格
差
を
是
正
す
る
た
め
の
改
正
で
あ
る
。
改
正
点
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
第
一
に
、
第
二
章
を
出
版
権
に

当
て
新
た
に
一

O
ヵ
条
を
挿
入
し
た
こ
と
。
第
二
に
、
創
作
年
月
日
の
登
録
制
度
を
確
立
し
た
こ
と
。
第
三
に
、
著
作
権
の
一
部
譲
渡
の
可
能
性
を
明

(

2

)

 

(
3
)
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ら
か
に
し
た
こ
と
。
第
四
に
、
著
作
権
審
査
会
の
設
置
を
定
め
た
こ
と
。
第
五
に
、
蓄
音
機
レ
コ
ー
ド
に
関
す
る
規
定
を
整
理
し
た
こ
と
。
第
六
に
、

脚
本
、
楽
譜
の
奥
行
ま
た
は
そ
の
興
行
の
放
送
の
自
由
に
関
す
る
規
定
を
お
い
た
こ
と
。
第
七
に
レ
コ
ー
ド
興
行
、
放
送
及
び
官
庁
の
用
に
供
す
る
た

め
の
複
製
を
自
由
に
し
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

5

昭
和
三
=
一
年
の
改
正
海
賊
版
防
止
の
た
め
に
罰
則
の
強
化
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
改
正
で
あ
り
、
偽
作
罪
の
罰
則
に
体
刑
を
加
え
、
罰
金

額
を
引
上
げ
た
。

6

昭
和
三
七
年
の
改
正
著
作
権
の
保
護
期
間
を
暫
定
的
に
=
一
年
延
長
す
る
た
め
の
改
正
で
あ
る
。

な
お
そ
の
ほ
か
著
作
権
法
に
関
連
す
る
法
令
と
し
て
は
、
昭
和
一
四
年
の
著
作
権
仲
介
業
務
法
の
制
定
及
び
同
一
一
一
一
年
の
万
国
著
作
権
条
約
の
実
施

に
伴
う
著
作
権
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
制
定
が
重
要
で
あ
る
。
前
者
は
プ
ラ

I
ゲ
旋
風
の
猛
威
を
封
ず
る
こ
と
を
直
接
の
動
機
と
し
著
作
権
保
護
の

確
実
化
と
使
用
の
筒
易
化
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
ユ
ネ
ス
コ
条
約
の
批
准
に
伴
う
も
の
で
同
条
約
と
園
内
法
と
の
調
整
を
目
的
と
し
た

も
の
で
あ
る
。

(

4

)

 

著
作
権
制
度
審
議
会
の
審
議
状
況
に
つ
い
て
は
、
佐
野
・
「
著
作
権
改
正
の
動
向
」
時
法
四
八
二
号
及
び
神
出
・
「
著
作
権
制
度
審
議
会
各
小
委
員
会
の

問
中
報
告
」
法
時
三
六
巻
一
号
参
照
。

帥

第
一
節

著
作
権
の
権
利
構
成
に
関
す
る
従
来
の
考
え
方
と
そ
の
批
判

著作権の一元的構成について

第
一
一
項

二
一
克
的
構
成
論
と
そ
の
批
判

付

内

片与

廿

わ
が
国
の
二
元
的
構
成
論
者
は
主
と
し
て
そ
の
主
張
の
論
拠
を
現
行
著
作
権
法
の
規
定
の
解
釈
に
求
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

一
方
に
お
い
て
「
著
作
者

わ
が
著
作
権
法
は
、
著
作
権
の
権
利
構
成
に
つ
い
て
特
色
あ
る
規
定
の
仕
方
を
と
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

ノ
権
利
」
と
し
て
著
作
財
産
権
に
所
属
す
る
諸
権
能
(
一
一
一
議
十
戸
一
明
主
婦
と
仁
)
と
著
作
人
格
権
た
い
ね
崎
一
一
一
一
一
)
を
規
定
し
、
あ
た
か
も
著
作

権
が
著
作
財
産
権
と
著
作
人
格
権
を
包
括
す
る
権
利
で
あ
る
か
の
如
き
構
成
の
仕
方
を
と
っ
て
お
り
な
が
ら
、
他
方
に
お
い
て
著
作
権
の
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説

譲
渡
、
相
続
、
質
入
及
び
差
押
(
に
メ
↑
紅
)
を
承
認
し
、
さ
ら
に
は
著
作
権
消
滅
後
の
著
作
人
格
権
の
存
続
(
二
一
臥
ご
を
も
承
認
し
、
著

作
権
が
財
産
権
的
性
質
の
み
を
有
す
る
こ
と
を
窺
知
さ
せ
て
い
る
。

ミム
長岡

一
見
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
れ
ら
の
規
定
を
矛
盾
な
く
説
明
す
る
た
め
に
は
、
二
元
的
構
成
論
者
の
次
の
如
き
解
釈
が
最

も
妥
当
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
o

著
作
権
概
念
に
は
広
狭
二
義
あ
る
。
広
義
の
著
作
権
と
は
著
作
財
産
権
と
著
作
人
格
権
と
を
包
括
し
た
も

の
で
、
狭
義
の
著
作
権
と
は
そ
の
う
ち
著
作
人
格
権
を
除
外
し
た
も
の
を
い
う
o

前
者
は
著
作
を
為
す
こ
と
自
体
を
原
因
と
し
て
同
時
に

著
作
者
に
与
え
ら
れ
る
も
の
を
総
括
し
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
両
者
は
立
法
理
由
を
異
に
し
相
互
の
連
関
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
包

括
す
る
こ
と
は
単
な
る
便
宜
上
の
域
を
こ
え
ぬ
通
俗
の
用
法
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
わ
が
著
作
権
法
上
の
著
作
権
と
は
後
者
の
意
味
に
解

す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
が
如
く
に
で
あ
る
(
臨
時
一
な
諒
同
叩
唯
一
花
山
崎
日
ロ
酬
判
子
…
伯
仲
札
「
時
日
…
日
他
社
片
山
名
、

現
行
法
の
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
二
元
的
構
成
論
に
有
力
な
支
柱
を
与
え
る
。
論
者
は
概
ね
以
上
の
よ
う
に
考
え
て
著
作
権
を
財
産
権
と

し
て
把
え
、
著
作
人
格
権
を
こ
れ
よ
り
除
外
し
て
人
格
権
の
一
種
と
し
て
処
理
し
て
い
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
わ
が
国
の
二
元
的
構
成
論

は
結
論
的
に
は
コ

l
ラ

l
の
二
元
論
と
全
く
同
一
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
o

勿
論
二
元
的
構
成
論
の
論
拠
は
、
以
上
の
よ
う
な
現
行
法
の
規
定
の
解
釈
に
の
み
求
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
論
者
は
理
論
上
の
理

由
と
し
て
、

「
も
し
一
元
的
の
観
方
に
し
た
が
っ
て
こ
の
両
種
の
権
利
(
著
作

一
元
的
構
成
論
を
批
判
し
な
が
ら
次
の
よ
う
に
述
べ
る
o

財
産
権
と
著
作
人
格
権
)
が
一
個
の
権
利
の
両
国
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
な
ら
ば
、
著
者
が
財
産
権
た
る
著
作
権
を
他
人
に
譲
渡

一
個
の
権
利
が
主
体
を
別
に
す
る
の
奇
観
を
呈
す
る
で
あ
ろ
う
「
こ
れ
に
反
し
、
二
元
的
の
観
方
に
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら

し
た
後
に
は
、

の
権
利
を
別
個
の
独
立
し
た
存
在
を
有
す
る
権
利
で
あ
る
と
解
す
る
な
ら
ば
、
財
産
権
た
る
著
作
権
と
著
作
者
の
人
格
権
と
が
各
々
そ
の

主
体
を
異
に
す
る
如
き
現
象
を
何
等
の
矛
盾
な
し
に
説
明
し
得
る
の
み
な
ら
ず
、
財
産
権
た
る
著
作
権
を
譲
り
受
け
た
者
が
著
者
の
人
格

権
を
侵
害
し
、

ま
た
反
対
に
著
作
権
の
譲
渡
が
あ
っ
た
後
に
著
者
が
譲
受
人
の
著
作
権
を
侵
害
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
う
る
理
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由
を
容
易
に
会
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
」
と
。

q 

批

“川M
日

H
牢
す

以
上
述
べ
た
如
く
、
論
者
は
二
元
的
構
成
を
次
の
二
つ
の
方
向
か
ら
根
拠
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
如
く
思
わ
れ
る
o

的
そ
の
ひ
と
つ
は

現
行
法
の
解
釈
を
押
し
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
二
一
克
的
構
成
の
必
然
性
を
導
き
出
そ
う
と
い
う
方
向
か
ら
で
あ
り
、
制
他
の
ひ
と
つ
は
一

元
的
構
成
と
二
元
的
構
成
の
利
害
得
失
を
比
較
検
討
し
、
前
者
の
不
合
理
性
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
消
去
法
的
に
後
者
の
正
当
性
を

浮
彫
に
し
よ
う
と
い
う
方
向
か
ら
で
あ
る
o

こ
こ
で
は
論
述
の
都
合
上

ωに
つ
い
て
は
後
に
廻
し
、
さ
き
に
帥
に
つ
い
て
の
検
討
か
ら
始

め
て
み
た
い
。

論
者
が
一
元
的
構
成
論
の
不
合
理
性
を
指
摘
す
る
個
所
は
、
著
作
権
の
動
態
的
側
面
に
お
け
る
権
利
内
容
の
分
裂
に
あ
る
よ
う
に
思
わ

制

れ
る
o

す
な
わ
ち
、
著
作
権
が
著
作
財
産
権
と
著
作
人
格
権
を
包
括
す
る
単
一
の
権
利
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
も
前
者
が
譲
渡
可
能
、
後

者
が
譲
渡
不
能
と
解
す
る
な
ら
ば
、
前
者
を
譲
渡
す
る
場
合
に
こ
の
両
種
の
権
利
の
帰
属
主
体
を
異
に
す
る
こ
と
と
な
り
著
作
権
自
体
の

帰
属
が
不
明
と
な
る
こ
と
、
ま
た
こ
の
よ
う
に
著
作
権
内
容
の
分
解
を
認
め
る
な
ら
ば
著
作
権
を
単
一
の
権
利
と
み
る
こ
と
自
体
全
く
無

意
味
で
あ
る
こ
と
の
二
点
に
帰
着
す
る
よ
う
で
あ
る
o

た
し
か
に
一
元
的
構
成
論
の
著
作
権
概
念
を
上
述
の
如
く
相
互
に
独
立
し
た
著
作

著作権の一元的構成について

財
産
権
と
著
作
人
格
権
を
内
包
し
た
単
一
の
権
利
と
解
す
る
限
り
、
二
元
的
構
成
論
者
の
主
張
は
充
分
に
理
由
が
あ
る
も
の
と
思
う
。
し

か
し
な
が
ら
こ
こ
で
前
提
と
さ
れ
て
い
る
一
元
的
構
成
論
は
真
の
意
味
の
一
元
論
で
は
な
く
、
む
し
ろ
骨
♀
沖
合
ロ
ゲ
ゲ
論
で
あ
る
o

わ
が

国
で
は
こ
の
点
、
か
誤
解
さ
れ
て

raご-。ロ
zo
論
H
H
一
元
的
構
成
論
と
解
さ
れ
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
だ
が

e
c
F
H
色
。
口
広
巾
論
と
二

元
論
と
法
著
作
人
格
権
を
著
作
権
概
念
に
包
摂
す
る
か
否
か
で
多
少
の
椙
違
ば
あ
れ
、
著
作
権
の
動
態
的
側
面
に
お
い
て
は
著
作
財
産
権

と
著
作
人
格
権
の
分
裂
を
認
め
る
点
で
は
共
通
で
、

と
も
に
二
元
的
構
成
論
の
範
院
に
含
ま
せ
る
べ
き
性
質
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
と
こ
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説

ろ
が
わ
れ
わ
れ
が
今
論
じ
て
い
る
一
元
的
構
成
論
と
は
か
よ
う
な
意
味
で
の
一
元
的
構
成
論
で
は
な
く
、
著
作
財
産
権
的
要
素
と
著
作
人

論

格
権
的
要
素
と
が
互
い
に
交
錯
し
て
不
可
分
的
牽
連
関
係
に
立
つ
と
み
る
純
粋
な
一
元
的
構
成
論
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
著
作
財
産
権
の
譲

渡
も
設
定
的
移
転
と
し
て
の
効
力
し
か
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
譲
渡
の
場
合
に
著
作
権
の
内
容
が
分
裂
し
、
各
権
利
の
帰
属
主

体
を
異
に
す
る
と
い
う
お
そ
れ
は
な
く
、
著
作
権
は
依
然
著
作
者
に
留
保
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
論
者
は
、
母
。
一
時
含
ロ
ゲ
ゲ
論
を
一
元
的
構

成
論
を
混
同
し
て
こ
れ
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
真
の
意
味
の
一
元
的
構
成
論
を
批
判
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
論
拠
と

す
る
二
元
的
構
成
論
の
主
張
は
理
由
が
な
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

二
元
的
構
成
論
者
の
残
る
い
ま
ひ
と
つ
の
論
拠
は
現
行
法
の
規
定
の
解
釈
に
置
く
も
の
で
あ
る
。
現
行
法
の
錯
綜
し
た
規
定
を
統
一
的

に
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
法
文
上
の
著
作
権
は
た
し
か
に
論
者
の
主
張
す
る
如
く
財
産
権
と
し
て
把
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
わ

れ
わ
れ
も
こ
の
点
は
承
認
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
し
か
し
な
が
ら
本
来
、
著
作
権
が
現
行
法
上
ど
の
よ
う
に
取
扱
わ
れ
て
い
る
か

と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
著
作
権
の
現
実
型
の
問
題
と
ど
の
よ
う
に
取
扱
わ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
著
作
権
の
理
念
型

の
問
題
と
は
、
問
題
の
次
元
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
か
ら
厳
密
に
区
別
し
て
か
か
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
論
者
は

著
作
権
の
「
本
質
」
論
、
あ
る
い
は
「
性
質
」
論
と
称
し
て
著
作
権
の
権
利
構
成
の
理
念
型
を
追
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
現
行
法
の
解
釈

と
い
う
現
実
型
の
中
に
求
め
た
こ
と
に
よ
り
、

理
念
型
を
現
実
型
の
鋳
型
に
は
め
て
造
り
出
す
と
い
う
誤
り
を
お
か
し
て
い
る
。
勿
論
、

現
実
型
が
著
作
権
の
基
礎
構
造
、

つ
ま
り
著
作
物
の
本
質
と
か
著
作
者
と
著
作
物
と
の
聞
の
内
的
連
関
等
に
つ
い
て
充
分
な
洞
察
を
加
え

て
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
理
念
型
を
こ
の
中
か
ら
得
る
こ
と
も
あ
な
が
ち
否
定
し
さ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

な
が
ら
、

わ
が
現
行
法
が
法
文
上
著
作
権
を
財
産
権
的
性
質
の
も
の
と
把
え
て
い
る
こ
と
は
、
立
法
者
が
右
に
述
べ
た
著
作
権
の
基
礎
構

造
を
慎
重
に
検
討
し
た
上
で
得
た
結
論
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
特
許
制
度
時
代
か
ら
の
沿
革
の
影
響
に
よ
っ
た
も
の
と
解
せ
ら

れ
る
o

し
た
が
っ
て
、

わ
れ
わ
れ
に
要
求
さ
れ
る
の
は
現
実
型
の
中
か
ら
理
念
型
を
求
め
る
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
逆
に
理
念
型
を
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現
実
化
た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
際
わ
れ
わ
れ
は
実
定
法
の
文
言
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
著
作
権

の
基
礎
構
造
の
闇
明
と
い
う
側
面
か
ら
著
作
権
の
権
利
構
成
を
検
討
し
、

か
っ
、
現
在
お
よ
び
将
来
に
お
け
る
著
作
権
制
度
の
あ
り
か
た

を
吟
味
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

二
元
的
構
成
論
が
現
行
法
の
解
釈
に
拘
泥
し
す
、
ぎ
、
著
作
権
の
基
礎
構
造
の
闇
明
に
欠
く
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
思
慮
せ
ら
る
る
点
は

と
り
わ
け
次
の
二
点
で
あ
る
o

ま
ず
そ
の
第
一
点
は
、
著
作
人
格
権
を
人
格
権
の
一
種
と
考
え
て
著
作
権
概
念
か
ら
駆
逐
し
た
点
に
あ
る
。
既
に
述
べ
た
如
〈
著
作
人

格
権
と
固
有
の
人
格
権
の
聞
に
は
、
権
利
主
体
及
び
客
体
に
つ
い
て
大
き
な
相
違
が
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
固
有
の
人
格
権
に
お
い

て
認
め
ら
れ
る
一
身
専
属
性
が
著
作
人
格
権
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
か
な
り
慎
重
な
検
討
を
必
要
と
し
よ
う
。

二
元
的
構
成
論
は
こ
の
点
を
あ
ま
り
に
も
軽
率
に
取
扱
い
す
ぎ
た
き
ら
い
が
あ
る
o

そ
の
第
二
点
は
、
著
作
財
産
権
と
著
作
人
格
権
と
の
相
互
の
関
係
を
全
く
顧
慮
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
こ
の
両
種
の
権
利
は
と
も
に

著
作
物
と
い
う
同
一
客
体
に
つ
い
て
生
ず
る
権
利
で
あ
る
か
ら
、
相
互
に
密
接
な
関
連
が
あ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
に
も
拘
ら
ず
、
二

帥

元
的
構
成
論
は
著
作
財
産
権
を
著
作
権
に
、
ま
た
、
著
作
人
格
権
を
一
般
的
人
格
権
に
分
け
て
相
互
の
関
係
を
一
切
断
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
両
種
の
権
利
の
保
護
利
益
に
相
違
が
あ
る
と
い
う
見
方
に
立
っ
た
が
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
た
し
か
に
著
作
財
産
権
が
、
著
作
者
の

財
産
的
利
益
に
、
ま
た
、
著
作
人
格
権
が
著
作
者
の
観
念
的
利
益
に
奉
仕
し
て
い
る
と
一
応
は
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
著
作
財
産
権

著作権の一元的構成について

は
著
作
者
の
財
産
的
利
益
の
た
め
ば
か
り
で
な
く
、
観
念
的
利
益
保
護
の
た
め
に
も
行
使
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
し
、
ま
た
、
著
作
人

格
権
も
そ
の
権
利
行
使
の
背
後
に
は
著
作
者
の
観
念
的
利
益
保
護
の
要
求
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
う
る
の
で
あ
る
か
ら
、
著
作
者
の

保
護
利
益
に
よ
っ
て
財
産
権
と
人
格
権
と
に
分
断
す
る
こ
と
は
、
こ
と
著
作
権
に
関
す
る
限
り
不
当
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
o

そ
れ
ば
か

り
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
公
表
権
と
か
改
作
利
用
権
の
如
き
著
作
財
産
権
と
、
著
作
人
格
権
の
交
錯
領
域
に
生
ず
る
権
能
が
存
在
す
る
と

北法15(4・27)619 



説

い
う
こ
と
は
、
両
種
の
権
利
相
互
の
関
係
を
無
視
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
既
に
二
元
論
の

批
判
の
際
に
述
べ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
詳
論
を
避
け
る
が
、
以
上
の
結
論
と
し
て
、
著
作
権
を
著
作
者
の
著
作
物
に
対
す
る
財
産
的
利
益

論

と
観
念
的
利
益
の
保
護
を
目
的
と
し
た
単
一
の
権
利
と
把
え
る
方
、
が
よ
り
実
体
に
即
し
た
見
方
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ハ
l
)

二
元
的
構
成
論
を
主
張
す
る
の
は
、
と
く
に
末
川
(
「
著
作
権
の
本
質
」
民
法
に
お
け
る
特
殊
問
題
の
研
究
第
一
巻
一
一
一
一
一
一
良
以
下
、

一
六
九
頁
以
下
〉
及
び
榛
村
(
著
作
権
法
概
論
〈
昭
和
八
年
〉
)
の
両
博
士
で
あ
る
。

だ
が
榛
村
博
士
は
本
文
で
述
べ
た
通
り
、
著
作
権
法
上
の
著
作
権
概
念
を
狭
義
の
著
作
権
、
す
な
わ
ち
、
著
作
財
産
権
の
意
味
に
把
え
る
が
、
末
川
博

士
は
こ
れ
と
異
な
り
、
広
義
の
著
作
権
を
意
味
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
狭
義
の
著
作
権
を
意
味
す
る
か
は
、
各
法
条
に
つ
い
て
一
々
こ
れ
を
吟
味
し
た
上

で
決
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
両
者
必
ず
し
も
見
解
を
同
じ
く
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

コ
l
ラ

l
の
二
元
論
に
つ
い
て
は
、
本
誌
一
五
巻
一
号
六
五
頁
以
下
参
照
。

末
川
・
前
掲
書
二
二
一
頁
。

本
誌
一
五
巻
一
号
六
九
頁
以
下
参
照
。

同
号
七
一
頁
以
下
参
照
。

同
号
七
五
頁
以
下
参
照
。

及
び
論
双
六
巻

(
2〉

(

3

)

 

(

4

)

 

(

5

)

 

(
6
)
 第

二
項

一
元
的
構
成
論
と
そ
の
批
判

前
項
で
も
若
干
触
れ
た
如
く
、

わ
が
国
の
一
元
的
構
成
論
は
、
従
来
、
単
に
著
作
権
概
念
に
著
作
人
格
権
を
包
摂
す
る
理
論
と
し
て
主

張
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
先
駆
者
的
役
割
を
演
じ
た
の
は
水
野
錬
太
郎
博
士
で
あ
る
。
博
士
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
著
作
者
ハ
一
面
一
一
於
テ
ハ
其
著
作
物
ヲ
発
行
シ
テ
是
ヨ
リ
生
ス
ル
利
益
ヲ
享
有
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
マ
ス
ル
シ
、
又
一
面
ニ
於
テ
ハ
、
其
著
作
物
/
形
体
、
内

容
ヲ
保
持
ン
若
ク
ハ
之
ヲ
変
更
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
ノ
デ
ア
ル
、
而
シ
テ
此
二
面
ノ
権
利
ハ
著
作
者
ガ
他
人
ヲ
排
斥
シ
テ
有
ス
ル
権
利
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
シ
テ
、
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他
人
ガ
其
著
作
物
ヲ
発
行
シ
マ
シ
タ
ト
キ
、
叉
ハ
其
著
作
物
/
形
体
内
容
ヲ
変
更
シ
マ
シ
タ
ト
キ
ニ
つ
之
一
一
対
シ
テ
異
議
ヲ
申
立
ツ
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
ノ
デ
ア

ル
、
而
シ
テ
発
行
ニ
関
ス
ル
権
利
ハ
金
銭
上
ノ
利
益
ヲ
目
的
ト
ス
ル
権
利
デ
ア
リ
マ
ス
ル
カ
ラ
シ
テ
、
是
ハ
全
ク
普
通
ノ
財
産
権
テ
ア
ル
、
著
作
物
/
形
体
、

内
容
ヲ
保
持
シ
ヌ
ハ
変
更
ス
ル
権
利
ハ
著
作
物
ニ
因
ツ
テ
表
ハ
サ
レ
タ
ル
著
作
者
ノ
思
想
ヲ
維
持
ス
ル
権
利
デ
ア
リ
マ
ス
ル
カ
ラ
シ
テ
、
一
ノ
無
形
的
権
利
デ

ア
ツ
テ
思
想
権
ト
モ
称
ス
ベ
キ
モ
ノ
デ
ア
ル
、
著
作
権
卜
云
ヒ
マ
ス
レ
パ
私
ハ
必
ズ
此
両
面
ノ
権
利
デ
ア
ル
ト
信
ジ
マ
ス
ル
カ
ラ
著
作
権
ハ
一
一
方
面
ヲ
有
ス
ル

混
成
的
権
利
デ
ア
ル
ト
信
ズ
ル
ノ
デ
ア
ル
」

こ
の
よ
う
に
し
て
博
士
は
、
著
作
権
が
著
作
財
産
権
と
著
作
人
格
権
(
博
士
は
思
想
権
と
呼
称
し
て
い
る
)
と
の
混
成
的
権
利
で
あ
る
と

把
え
る
の
で
あ
る
が
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
、

「
併
シ
ナ
ガ
ラ
比
二
種
/
権
利
ハ
必
ズ
シ
モ
常
-
一
分
離
シ
テ
居
ル
モ
ノ
デ
ハ
ナ
ク
シ
テ
、
互
-
一
相
錯
綜
シ
テ
居
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ル
、
従
ツ
一
ア
著
作
者
ノ

財
産
上
ノ
権
利
ヲ
侵
害
ス
ル
ト
キ
ニ
ハ
、
同
時
ニ
著
作
者
ノ
思
想
上
ノ
権
利
ヲ
侵
害
ス
ル
コ
ト
モ
ア
リ
マ
ス
ル
シ
、
或
ハ
財
産
権
ヲ
侵
害
シ
テ
思
想
権
ヲ
侵
害

(
2
)
 

セ
ナ
イ
ト
一
一
A

フ
コ
ト
モ
ア
リ
マ
ス
ル
」

と
述
べ
、
両
種
の
権
利
を
保
護
せ
ざ
る
限
り
、
著
作
権
の
保
護
が
完
全
な
も
の
と
は
い
え
な
い
こ
と
を
力
説
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
こ
ま
で

同

は
わ
れ
わ
れ
の
主
張
す
る
立
場
と
大
差
な
い
。
問
題
は
、
著
作
権
の
動
態
的
側
面
に
お
け
る
博
士
の
見
解
で
あ
る
o

す
な
わ
ち
、
博
士
は

著作権の一元的構成について

著
作
権
の
変
動
に
関
し
、

「
著
作
権
ノ
一
面
テ
ア
ル
財
産
権
ハ
、
民
法
-
一
認
メ
テ
居
ル
所
有
権
其
他
ノ
財
産
権
ト
同
一
デ
ア
リ
マ
シ
テ
我
々
ノ
資
産
ノ
一
部
ヲ
ナ
シ
相
続
、

ハ
3
)

コ
ト
モ
得
ラ
ル
ル
シ
、
叉
強
制
執
行
ノ
目
的
ト
為
ル
コ
ト
モ
得
ル
モ
ノ
」

譲
渡
ス
ル

北法15(4・29)621

で
あ
る
と
述
べ
た
の
に
対
し
、

「
著
作
権
ノ
他
ノ
一
面
デ
ア
ル
自
己
ノ
思
想
ヲ
保
持
ス
ル
権
利
ハ
:
:
:
著
作
者
ノ
思
想
ニ
基
ク
権
利
デ
ア
リ
マ
ス
ル
カ
ラ
シ
テ
、

(
4
)
 

利
デ
ア
ル
:
:
:
従
ツ
テ
・
・
:
此
権
利
ハ
他
人
ニ
譲
渡
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ナ
イ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ル
」

此
権
利
ハ
所
謂
専
属
的
権



説

と
述
べ
、
譲
渡
の
場
合
に
限
ら
ず
著
作
財
産
権
の
変
動
す
べ
て
の
場
合
に
著
作
権
内
容
の
分
裂
を
認
め
て
い
る
。
以
上
の
論
旨
か
ら
わ
れ

わ
れ
は
、
水
野
博
士
の
所
説
が
真
の
意
味
の
二
冗
的
構
成
論
で
は
な
く
、
門
町
。
ご
色
。
己
正
巾
論
で
あ
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

論

水
野
博
士
以
後
に
現
れ
た
一
元
的
構
成
論
者
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
は
い
え
る
。
勿
論
、
そ
こ
で
は
水
野
説
よ
り
も
い
ち
だ
ん
と
深

化
さ
せ
た
理
論
を
展
開
し
て
い
る
。
と
く
に
そ
れ
は
著
作
権
を
著
作
財
産
権
と
著
作
人
格
権
の
「
混
成
」
的
権
利
で
あ
る
と
す
る
水
野
説

の
暖
昧
な
表
現
を
避
け
、
著
作
権
が
両
権
の
合
成
し
た
複
合
的
権
利
で
は
な
く
、
人
格
権
的
性
質
と
財
産
権
的
性
質
を
具
有
す
る
単
一
独
立

の
特
殊
な
支
配
権
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
た
点
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
限
り
で
は
著
作
権
の
基
礎
構
造
を
充
分
に
考
慮
に
入
れ

た
純
然
た
る
一
元
的
構
成
論
で
あ
る
か
の
如
き
印
象
を
与
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
見
解
も
、
著
作
人
格
権
を
固
有
の
人
格
権
の
範

時
に
含
め
て
、

一
身
専
属
性
を
き
わ
め
て
容
易
に
承
認
す
る
と
と
も
に
、
他
方
に
お
い
て
は
著
作
財
産
権
を
一
種
の
財
産
権
と
把
え
、
両

者
の
関
係
を
簡
単
に
わ
り
き
っ
た
が
た
め
に
、
著
作
権
の
動
態
的
側
面
に
お
い
て
は
著
作
権
内
容
の
分
裂
を
認
め
る
と
い
う
理
論
構
成
を

ハ
6
〉

と
っ
て
い
る
o

つ
ま
り
、
こ
の
見
解
は
一
元
的
構
成
論
を
標
携
し
な
が
ら
も
、
結
果
的
に
は
骨

2
2
t戸
巴
巾
論
に
終
っ
て
い
る
わ
け
で
あ

る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
著
作
権
内
容
の
分
裂
を
認
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
二
元
的
構
成
論
者
も
批
判
す
る
如
く
、
著
作
権
の
単
一
性
を
主

張
し
て
も
、

そ
れ
は
あ
ま
り
意
味
の
あ
る
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
し
、

ま
た
、

か
え
っ
て
理
論
を
展
開
し
て
行
く
上
に
お
い
て
の
障
害
と

も
な
り
か
ね
な
い
で
あ
ろ
う
o

こ
の
見
解
の
最
大
の
欠
点
は
、
二
元
的
構
成
論
と
同
様
に
著
作
権
の
「
本
質
」
と
し
て
一
元
的
構
成
を
主

張
し
な
が
ら
も
、
現
行
法
の
規
定
あ
る
い
は
、
財
産
権
と
人
格
権
の
伝
統
的
な
区
別
に
拘
束
さ
れ
て
論
理
的
一
貫
性
を
保
持
し
き
れ
な
か

っ
た
点
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
論
者
の
如
く
著
作
権
を
「
特
殊
な
支
配
権
、
絶
対
権
」
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
既
存
の
法
秩
序
で

は
処
理
し
き
れ
な
い
新
し
い
権
利
と
し
て
そ
の
独
自
性
を
強
調
し
、

一
元
論
に
よ
る
論
理
的
整
合
性
を
維
持
す
べ
き
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

(
l
〉
水
野
・
「
著
作
権
ノ
性
質
ニ
就
テ
」
法
協
二
一
巻
九
号
二
一
一
一
一
一
一
頁
。

ハ
2
〉
，
同
一
二
三
頁
。

北法15(4・30)622



(
3
〉
同
一
一
二
三
一
一
頁
。

(

4

)

同
一
二
三
三
頁
以
下
。

(
5
〉
水
野
博
土
以
外
に
一
元
的
構
成
論
を
採
る
学
者
と
し
て
は
、
勝
本
(
日
本
著
作
権
法
〈
昭
和
二
三
年
〉
六
一
一
良
以
下
)
、
城
戸
(
著
作
権
法
研
究
〈
昭
和

一
八
年
〉
一
四
九
頁
)
、
及
び
東
(
「
著
作
人
格
権
に
つ
い
て
」
日
法
二
七
巻
六
号
二
二
頁
)
の
諸
博
土
が
あ
る
。

(

6

)

勝
本
・
前
掲
書
一
九
九
頁
以
下
、
城
戸
・
前
掲
書
三

O
五
頁
。

第
二
節

一
元
的
構
成
の
前
提
に
つ
い
て
の
検
討

い
ま
ま
で
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

し
て
、

わ
れ
わ
れ
は
著
作
権
の
権
利
構
成
に
関
す
る
学
説
及
び
比
較
法
の
検
討
を
通

一
元
的
構
成
を
主
張
す
る
に
あ
た
り
、
主
と
し
て
議
論
の
焦
点
を
著
作
財
産
権
と
著
作
人
格
権
相
互
の
関
係
に
合
わ
せ
た
o

そ
の

た
め
に
、
本
来
な
ら
ば
著
作
権
の
権
利
構
造
を
解
明
す
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
是
非
確
定
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
二
つ
の
問
題
の
検
討
を
放
置
し
た
。
ひ
と
つ
は
著
作
権
と
は
い
っ
た
い
何
を
保
護
す
る
権
利
で
あ
る
か
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、
保
護
の

制

客
体
た
る
著
作
物
の
本
質
如
何
の
問
題
で
あ
り
、
他
の
ひ
と
つ
は
、
著
作
権
と
は
誰
を
保
護
す
る
権
利
で
あ
る
か
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、

保
護
の
主
体
如
何
の
問
題
で
あ
る
。
い
ま
ま
で
の
叙
述
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
二
つ
の
問
題
と
も
い
わ
ば
論
証
を
要
せ
ぬ
公
理
と
し
て

著作権の一元的構成について

処
理
し
て
き
た
。
だ
が
、

い
ま
二
五
論
に
よ
っ
て
現
行
法
の
解
釈
を
試
み
る
に
あ
た
り
、

一
元
論
が
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
如
何
な
る

前
提
に
立
ち
、

そ
れ
は
い
っ
た
い
如
何
な
る
理
由
に
基
く
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
一
項

i
著
作
物
の
本
質

i

北法15(4・31)623

著
作
権
の
保
護
客
体

わ
れ
わ
れ
は
著
作
権
の
一
元
的
構
成
を
主
張
す
る
に
際
し
て
、
著
作
者
の
著
作
物
に
対
す
る
観
念
的
利
益
と
財
産
的
利
益
と
が
切
り
離

せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
拠
の
ひ
と
つ
に
数
え
あ
げ
た
o



説

し
か
も
、

そ
の
前
提
と
し
て
、
保
護
の
客
体
で
あ
る
著
作
物
が
、
著
作
者
の
精
神
的
労
働
の
所
産
で
あ
っ
て
、

い
わ
ば
、
精
神
の
客
観
的

北法15(4・32)624

論

実
在
た
る
一
面
を
有
す
る
と
と
も
に
、
他
方
独
立
の
取
引
財
と
し
て
著
作
者
の
経
済
的
利
益
に
奉
仕
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し

そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
何
も
説
明
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
次
の
よ
う
な
疑
問
が
提
起
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、

--o

£-、、為、

中
J

中
J

ム
μ

ほ
か
の
財
産
権
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
保
護
の
客
体
た
る
著
作
物
を
取
引
財
と
し
て
の
み
把
え
る
こ
と
が
、
何
故
い
け
な
い
の
か
の
疑
問
で

あ
る
。
た
し
か
に
、
著
作
物
を
取
引
財
と
し
て
の
み
把
え
る
な
ら
ば
、
著
作
人
格
権
は
著
作
権
概
念
に
包
括
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

困
難
な
問
題
は
何
一
つ
生
じ
な
い
。
著
作
権
は
財
産
権
と
し
て
処
理
す
れ
ば
た
り
る
。
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
の
主
張
す
る
よ
う
に
著
作
者
の

著
作
物
に
対
す
る
観
念
的
利
益
さ
え
も
著
作
権
の
保
護
利
益
と
し
、
し
か
も
、
そ
の
根
拠
を
著
作
物
の
有
す
る
著
作
者
精
神
の
客
観
的
実

在
と
い
う
側
面
に
お
く
と
解
す
る
限
り
、
問
題
は
複
雑
と
な
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
著
作
権
で
は
著
作
物
の
か
か
る
側
面
が
重
視
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
の
は
、

い
っ
た
い
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
項
で
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
て
み
た
い
。

」
こ
で
取
扱
わ
れ
る
の
は
著
作
物
の
本
質
、

つ
ま
り
、
著
作
権
が
関
心
を
寄
せ
る
の
は
、
著
作
物
の
有
す
る
如
何
な
る
要
素
に
つ
い
て

か
の
問
題
で
あ
る
。
著
作
物
は
多
く
の
要
素
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
創
作
過
程
の
側
面
か
ら
眺
め
て
み
る
な
ら
ば
、
例
え
ば
、
集

め
ら
れ
た
素
材
、
著
作
者
の
ア
イ
デ
ア
、
素
材
に
ア
イ
デ
ア
が
組
合
わ
さ
れ
て
著
作
者
の
頭
脳
に
描
き
出
さ
れ
た
思
想
体
系
、
及
び
、
こ

の
思
想
を
外
部
に
発
表
す
る
た
め
に
採
ら
れ
た
表
現
形
式
な
ど
、
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
の
う
ち
著
作
権
に
よ
っ
て
保
護
を
必
要

と
す
る
の
は
い
っ
た
い
如
何
な
る
部
分
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
の
解
決
は
と
り
も
な
お
さ
ず
著
作
者
に
留
保
さ
れ
、
し
た
が
っ
て

ま
た
、
著
作
権
の
保
護
を
受
け
る
部
分
と
、
著
作
者
か
ら
解
放
さ
れ
、
万
人
の
自
由
利
用
が
許
さ
れ
る
の
巾
B
巾
E
m
E
の
部
分
の
識
別
に

奉
仕
す
る
ば
か
り
か
、
著
作
権
侵
害
の
有
無
を
判
断
す
る
に
当
つ
て
の
ひ
と
つ
の
重
要
な
基
準
を
も
提
供
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
o

こ
の
問
題
に
最
初
の
解
答
を
与
え
た
の
は
フ
ィ
ヒ
テ
で
あ
る
。
彼
は
ま
ず
、
精
神
的
著
作
物
と
し
て
の
F
R
Y
と
そ
れ
を
有
形
化
し
た



も
の
と
し
て
の
切
に
円

zsnw(例
え
ば
、
原
稿
と
か
書
籍
な
ど
)
を
区
別
し
、
前
者
を
さ
ら
に
著
作
物
の
「
内
容
」
と
そ
れ
を
外
部
に
発

表
す
る
た
め
に
採
ら
れ
た
「
形
式
」
と
に
細
分
す
る
。
そ
し
て
、
精
神
的
所
有
権
論
の
立
場
か
ら
彼
は
上
記
の
お
の
お
の
に
つ
い
て
所
有

そ
の
結
果
、
有
体
物
と
し
て
の
∞
5
7
2
c与
に
つ
い
て
は
物
所
有
権
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
も
と
よ
り
当
然

で
あ
る
が
、
さ
ら
に
著
作
物
の
表
現
方
法
と
し
て
の
「
形
式
」
に
つ
い
て
も
言
語
と
か
符
号
の
組
合
せ
に
著
作
者
の
独
自
性
を
認
め
て
所

有
権
の
成
立
を
承
認
し
、
著
作
者
に
帰
属
せ
し
め
て
い
る
o

一
方
、
著
作
物
の
内
容
に
つ
い
て
は
所
有
権
の
成
立
を
否
定
し
、
著
作
物
公

表
と
同
時
に
著
作
者
の
手
を
離
れ
公
衆
の
共
有
物
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
見
解
は
、
著
作
権
上
保
護
さ
れ
る
も

の
は
著
作
物
を
構
成
す
る
諸
要
素
の
う
ち
、
言
語
の
排
列
順
序
と
い
う
が
如
き
著
作
物
の
外
面
的
な
「
形
式
」
に
限
ら
れ
る
と
し
た
も
の

権
の
帰
属
を
検
討
す
る
。

で
あ
る
。

フ
ィ
ヒ
テ
が
著
作
物
の
中
に
万
人
の
自
由
に
利
用
で
き
る
の
巾
g
aロ
m
E
の
部
分
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
た
功
績
は
大
き
い
。

た
し
か
に
著
作
物
が
創
作
物
で
あ
る
と
は
い
え
、
い
か
な
る
著
作
者
と
雄
も
完
全
な
る
無
か
ら
有
を
創
り
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
必
ず
や

な
ん
ら
か
の
形
で
素
材
(
そ
れ
は
先
人
の
文
化
的
遺
産
の
場
合
も
あ
ろ
う
し
、

ま
た
、
自
然
の
事
物
の
場
合
も
あ
ろ
う
)
を
利
用
し
て
い

同

る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
の

g豆
長
三
と
認
め
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
彼
は
著
作
者
に
固
有
の
部
分

著作権の一元的構成について

と
の
巾
B
巾一口

m
E
の
部
分
を
単
純
に
「
形
式
」
と
「
内
容
」
と
で
分
け
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
分
け
方
は
、
方
向
に
お
い
て
基
本
的

な
誤
り
は
な
い
に
し
て
も
、
著
作
物
の
諸
要
素
の
厳
密
な
検
討
を
怠
っ
た
、
き
わ
め
て
お
お
ざ
っ
ぱ
な
分
け
方
で
あ
っ
た
た
め
、

と
り
わ

け
次
に
掲
げ
る
こ
つ
の
疑
問
点
を
生
ず
る
に
い
た
っ
た
。

フ
ィ
ヒ
テ
の
如
く
著
作
物
の
外
部
的
な
「
形
式
」
だ
け
が
保
護
さ
れ
る
と
解
す
る
な
ら
ば
、

疑
問
点
の
第
一
は
、

た
と
え
、
著
作
物
の

同
一
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
異
な
る
「
形
式
」
を
使
用
す
る
限
り
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
著
作
物
と
し
て
保
護
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

と
く
に
改
作
利
用
の
場
合
に
問
題
と
な
る
。
例
え
ば
、
文
学
的
著
作
物
の
翻
訳
、
映
画
化
、

ま
た
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説

は
、
演
劇
化
の
場
合
と
か
音
楽
的
著
作
物
の
編
曲
の
場
合
な
ど
、

い
ず
れ
も
著
作
物
の
表
現
形
式
が
原
著
作
物
の
そ
れ
と
異
な
る
の
で
あ

る
か
ら
、
も
し
も
、

か
か
る
改
作
が
第
三
者
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
と
き
は
、
著
作
物
の
同
一
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
新
た

論

な
著
作
権
が
成
立
し
、
そ
れ
が
第
三
者
に
帰
属
す
る
こ
と
と
な
る
か
ら
原
著
作
者
は
、
彼
の
排
他
的
権
利
を
こ
こ
ま
で
拡
張
す
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
く
な
る
。
こ
れ
は
実
際
上
明
ら
か
に
不
当
で
あ
る
ば
か
り
か
、
改
作
利
用
権
が
著
作
権
に
包
含
さ
れ
る
旨
を
定
め
た
著
作
権
法

の
諸
規
定
(
刊
号
山
都
宮
一
昨
唯
一
肌
御
一
昨
一
日
一
と
M
一
ハ
一
間
戸
均
町
一
一
一
附
ト
民
一
開
設
汗
間
計
一
川
崎
一
聞
い
町
北
町
一
射
的
問
一
口
付
刊
誌
…
ト
一
一
-
丘
、
u
b
研一一岬功。-一間町一
γ
一町一山下

才一問中国…山一向伸一昨日一酢

ωupコ引
mwとお一一附一目立
urrmrwいれ~誠一一位一
4
↑
)
に
も
抵
触
し
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
こ
れ
ら
の
規
定
は
著
作
物
の
同
一
性
が
存

す
る
限
り
、
い
か
に
「
形
式
」
の
変
更
、
か
あ
り
、
新
た
な
「
形
式
」
が
作
り
出
さ
れ
て
も
そ
の
新
た
な
「
形
式
」

(
2
)
 

こ
れ
を
保
護
し
な
い
趣
旨
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
解
し
な
い
限
り
理
解
が
難
か
し
い
か
ら
で
あ
る
。

に
つ
い
て
は
、

と
く
に

疑
問
点
の
第
二
は
、
著
作
物
の
「
内
容
」
が
そ
の
公
表
後
に
鳴
B
2口町
H
2
と
な
る
と
解
し
、

そ
の
際
に
著
作
物
の
「
内
容
」
を
構
成

す
る
諸
要
素
を
吟
味
す
る
こ
と
な
く
、
殆
ど
同
列
に
取
扱
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
著
作
物
の
「
内
容
」
を
構
成
す
る
要
素
は
多
く
の
も
の

を
数
え
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
を
大
別
す
れ
ば
次
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
ひ
と
つ
は
一
般
的
淵

源
(
山
口
唱

B
3戸巾

ρ5-F)
か
ら
生
じ
、
そ
の
た
め
に
万
人
の
自
由
利
用
が
許
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
文
学
的
著

作
物
の
場
合
に
素
材
と
し
て
利
用
さ
れ
る
歴
史
上
の
事
実
と
か
口
碑
伝
説
の
た
ぐ
い
、
造
形
美
術
著
作
物
の
場
合
に
お
け
る
自
然
の
風

景
、
学
術
的
著
作
物
の
場
合
に
お
け
る
自
然
の
法
則
と
か
先
人
の
思
想
、
あ
る
い
は
理
論
、
ま
た
、
編
集
著
作
物
の
場
合
に
お
け
る
収
集

さ
れ
た
材
料
と
か
原
稿
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
他
の
ひ
と
つ
は
著
作
者
に
固
有
の
も
の
で
あ
る
o

例
え
ば
、
著
作
者
の
考
案
に
か
か

(
3
)
 

る
プ
ロ
ッ
ト
と
か
思
想
な
ど
で
あ
る
。
前
者
が
習

g
m
z
r
a
と
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
理
解
で
き
る
が
、
後
者
が
ぬ
巾
B
g
d
F
2

と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
が
著
作
者
の
個
性
と
独
創
性
の
表
現
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
疑
問
が
生
じ
え
よ
う
o

疑
問
点
の
第
一
に
つ
い
て
は
保
護
を
要
す
べ
き
著
作
物
の

「
形
式
」

「
外
面
的
形
式
(
営
守
宮
町
2
5
)
」
と
「
内
面
的
形
式

ヲ

}

ふ

1
h

t
i
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と
が
含
ま
れ
る
と
す
る
フ
ィ
ヒ
テ
の
見
解
を
い
ち
だ
ん
と
発
展
さ
せ
た
見
解
が
生
ず
る
に
お
よ
ん
で
解
決
さ
れ
る

(
一
ロ
ロ
巾
混
同
り
。
同
旨
)
」

に
い
た
っ
か
d
こ
の
見
解
に
い
う
一
外
面
的
形
式
」
と
は
著
作
者
の
思
想
を
文
字
、
言
語
、
色
、
音
等
の
他
人
に
よ
っ
て
知
覚
さ
れ
う
る

媒
介
物
を
通
し
て
客
観
的
存
在
た
ら
し
め
る
外
部
的
構
成
を
意
味
し
、
ま
た
「
内
面
的
形
式
」
と
は
「
外
面
的
形
式
」
に
対
応
し
て
著
作

者
の
内
心
に
-
定
の
秩
序
を
も
っ
て
形
成
さ
れ
る
思
想
の
体
系
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
「
外
面
的
形
式
」

が
い
か
に
変
更
さ
れ
よ
う
と
「
内
面
的
形
式
」
が
変
更
さ
れ
ざ
る
限
り
著
作
物
の
同
一
性
は
失
な
わ
れ
な
い
も
の
と
解
し
て
い
る
。

り
、
著
作
物
の
同
一
性
に
つ
い
て
の
判
断
基
準
を
「
内
面
的
形
式
」
の
同
一
性
に
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
「
外
面

的
形
式
」
と
「
内
面
的
形
式
」
と
を
と
も
に
著
作
物
の
本
質
と
認
め
な
が
ら
も
、
そ
の
重
点
は
後
者
に
置
い
て
い
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
見
解
は
著
作
物
の
「
内
面
的
形
式
」
が
同
一
の
場
合
の
「
外
面
的
形
式
」
の
変
更
を
著
作
物
の
改
作
利
用
に

す
ぎ
ぬ
も
の
と
し
、

そ
の
利
用
権
を
著
作
者
に
専
属
せ
し
め
る
こ
と
と
な
る
か
ら
、

著
作
者
の
同
意
な
き
「
外
面
的
形
式
」
の
変
更
は

著
作
権
侵
害
と
み
る
ー
こ
と
に
な
ろ
う
o

こ
れ
は
改
作
利
用
に
関
す
る
前
述
の
諸
規
定
の
趣
旨
に
も
適
い
妥
当
な
見
解
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。

制

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
見
解
に
お
い
て
も
な
お
、
前
述
の
疑
問
点
の
第
二
は
解
決
さ
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
見
解
は
著
作
権
に
よ

著作権の一元的構成について

っ
て
保
護
さ
れ
る
著
作
物
の
本
質
を
「
内
面
的
形
式
」
を
含
む
「
形
式
」
の
み
に
限
定
し
、
著
作
物
の
「
内
容
」
に
つ
い
て
は
フ
イ
ヒ
テ

い
ぜ
ん
と
し
て
∞
巾
B
2正
門
巳
と
解
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

の
見
解
と
同
様
、

た
し
か
に
著
作
物
の
「
内
容
」
は
「
形
式
」
を
伴
な
わ

ず
し
て
は
客
観
的
実
在
た
り
え
ず
、
ま
た
、
そ
れ
自
身
著
作
権
の
保
護
の
客
体
と
な
り
え
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
だ
が
、
著
作

物
の
「
内
容
」
は
著
作
物
の
母
胎
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
「
内
容
」
を
構
成
す
る
要
素
の
う
ち
、
著
作
者
に
固
有
の
部
分
は

「
内
面
的
形
式
」
と
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
、
両
者
を
区
別
す
る
こ
と
は
殆
ど
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
両
者
を
区
別
す
る
実
益
に
乏

し
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
の
判
例
は
こ
の
点
に
つ
い
て
夙
に
指
摘
し
て
い
る
o

す
な
わ
ち
一
九
二
六
年
六
月

つ
ま
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説

(
5》

二
三
日
の

K
G
判
決
は
、
演
劇
的
著
作
物
の
ケ
l
ス
に
つ
き
新
し
い
著
作
物
が
そ
の
「
内
容
上
」
古
い
著
作
物
と
重
要
な
部
分
に
お
い
て

一
致
す
る
場
合
に
著
作
権
侵
害
と
な
る
と
判
示
し
、
こ
れ
が
リ
I
デ
ィ
ン
グ
・
ヶ

l
ス
と
な
っ
て
雨
後
の
判
例
は
い
ず
れ
も
「
形
式
」
だ

5命

け
で
は
な
く
「
内
容
」
に
お
い
て
も
保
護
さ
れ
る
も
の
と
解
し
て
い
る
o

ま
た
法
文
上
も
、

一
九
一

O
年
の

L
U
G
改
正
に
よ
っ
て
新
た

に
挿
入
さ
れ
た
二
一
条
二
項
六
号
で
は
、
文
書
著
作
物

(ω
岳
正

zar)
の
「
内
容
」
を
映
固
化
す
る
権
能
を
著
作
者
に
与
え
、
著
作
物

の
形
式
を
い
か
に
変
更
し
よ
う
と
も
、
著
作
物
の
「
内
容
」
を
映
画
に
利
用
す
る
こ
と
、
が
許
さ
れ
な
い
旨
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
判
例
及
び
立
法
の
動
向
は
伝
統
的
な
「
形
式
」
と
「
内
容
」
の
分
離
に
ひ
と
つ
の
疑
問
を
投
じ
た
も
の
と
み
て
よ
い
。

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
何
故
著
作
物
の
「
形
式
」
と
「
内
容
」
の
分
離
が
必
要
と
せ
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
改
め
て
再
検
討
し
て

み
る
必
要
が
あ
ろ
う
o

当
初
、

フ
ィ
ヒ
テ
が
外
面
的
「
形
式
」
だ
け
を
保
護
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
は
、

「
形
式
」
の
中
に
の
み

著
作
者
の
い
わ
ゆ
る
創
作
的
な
個
性
が
現
わ
れ
て
い
る
と
考
え
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
と
す
れ
ば
、
著
作
物
の
本
質
を
論
ず
る
に
当

っ
て
重
要
な
の
は
、
「
形
式
」
か
否
か
の
区
別
の
問
題
で
は
な
く

創
作
的
個
性
が
現
わ
れ
て
い
る
か
否
か
の
問
題
で
あ
ろ
う
。

外
面
的

な
「
形
式
」
以
外
の
点
で
著
作
者
の
個
性
の
現
れ
て
い
る
部
分
が
あ
れ
ば
、

た
と
え
そ
れ
が
「
内
容
」
を
構
成
す
る
部
分
で
あ
っ
て
も
、

著
作
物
の
本
質
と
し
て
著
作
権
に
よ
る
保
護
が
は
か
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
の
見
解
を
推
し
進
め
る
な
ら
ば

こ
の
よ
う
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
フ
ィ
ヒ
テ
に
続
く
学
者
は
「
形
式
」
の
保
護
と
い
う
点
を
強
調
し
す
ぎ
、
肝
心

の
著
作
者
の
個
性
の
顕
現
と
い
う
点
を
没
却
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
と
く
に
実
質
的
に
は
著
作
物
の
「
内
容
」
に
立

、、

入
っ
て
外
面
的
な
「
形
式
」
以
外
の
部
分
に
保
護
の
必
要
が
あ
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
「
内
面
的
形
式
」
と
い
う
名
称
を
付

し
、
あ
く
ま
で
「
形
式
」
だ
け
が
保
護
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
と
解
し
た
点
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
o

前
述
の
よ
う
に

「
内
面
的
形

A
J
-

、
vv

、ゐ、

ふ
れ
ム

μ

式
」
と
「
内
容
」
と
は
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
て
両
者
を
区
別
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
ば
か
り
か
「
内
容
」
の
中
に
も
著
作
者

の
個
性
の
表
象
が
認
め
ら
れ
る
現
在
、

「
形
式
」
と
「
内
容
」
の
分
離
は
無
意
味
な
も
の
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
最
近
の
学
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説
は
「
形
式
」
と
「
内
容
」
の
峻
別
と
い
う
方
法
を
捨
て
、
著
作
物
形
式
の
三
段
階
た
る
「
外
面
的
形
式
」
、
「
内
面
的
形
式
」
及
び
「
内

そ
の
中
に
著
作
者
の
独
創
的
な
個
性
の
顕
現
を
求
め
、
こ
れ
を
著
作
物
の
本
質
と
解
し
て
、
著
作
権
上
の

(
6
)
 

保
護
資
格
を
認
め
る
と
い
う
傾
向
に
あ
る
。
勿
論
、
こ
の
よ
う
に
解
し
て
も
著
作
物
の
い
か
な
る
部
分
に
著
作
者
の
個
性
が
認
め
ら
れ
る

容
」
の
お
の
お
の
に
つ
い
て
、

か
に
つ
い
て
一
般
的
な
判
定
基
準
を
求
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
o

結
局
は
著
作
物
ご
と
に
著
作
者
の
個
性
が
認
め
ら
れ
、
従
っ
て
著
作

ま
た
、
万
人
の
自
由
利
用
が
認
め
ら
れ
る
の
何
百
巳
ロ

m
E
の
部
分
と
は
何
か
を
検
討
し
な

権
に
よ
っ
て
保
護
を
受
け
る
部
分
と
は
何
か
、

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
o

だ
が
、
そ
の
点
は
と
も
か
く
、
こ
の
よ
う
な
著
作
物
の
本
質
の
把
え
方
は
従
来
と
も
す
れ
ば
見
失
い
が
ち

で
あ
っ
た
こ
と
が
ら
の
本
質
を
再
認
識
さ
せ
た
点
で
意
義
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
述
べ
た
如
く
、
著
作
物
は
著
作
者
の
創
作
的
個
性
の
顕
現
に
そ
の
本
質
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
著
作
権
は

か
か
る
著
作
物
を
保
護
の
客
体
と
す
る
権
利
、
換
言
す
れ
ば
著
作
物
に
内
包
せ
ら
る
る
著
作
者
の
個
性
、
あ
る
い
は
独
創
性
保
護
の
た
め

の
権
利
と
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
著
作
者
の
著
作
物
に
対
す
る
観
念
的
利
益
を
著
作
権
の
保
護
利
益

し
た
が
っ
て
ま
た
、
著
作
人
格
権
は
当
然
に
著
作
権
概
念
の
中
枢
に
そ

と
す
る
こ
と
は
、
著
作
物
の
本
質
か
ら
の
必
然
的
要
請
で
あ
り
、

制

の
位
置
を
占
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
ギ
l
ル
ケ
は
、
著
作
権
の
根
拠
を
個
性
的
な
精
神
的
創
作
行
為
に
置
き
、
精
神

的
著
作
物
が
保
護
を
受
け
る
の
は
そ
の
独
創
性
の
た
め
で
あ
っ
て
、
経
済
的
利
用
性
の
た
め
で
は
な
い
と
主
張
し
た
が
|
経
済
的
利
用
性

著作権の一元的構成について

の
た
め
で
は
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
異
論
が
あ
る
が
|
独
創
性
を
著
作
物
の
本
質
と
し
、
著
作
者
の
観
念
的
利
益
に
正
当
な
地
位
を

与
え
た
点
に
つ
い
て
は
、

わ
れ
わ
れ
の
見
解
と
同
一
線
上
に
あ
る
も
の
と
し
て
そ
の
意
義
が
高
く
評
価
さ
れ
よ
う
。

著
作
権
の
一
元
的
構
成
を
主
張
す
る
に
際
し
て
、

わ
れ
わ
れ
が
著
作
者
の
観
念
的
利
益
を
著
作
権
の
保
護
利
益
と
し
、

し
か
も
、

根
拠
と
し
て
著
作
物
の
有
す
る
「
著
作
者
精
神
の
客
観
的
実
在
」
の
側
面
を
公
理
と
し
て
使
用
し
た
背
後
に
は
、
概
ね
以
上
述
べ
た
著
作

物
の
本
質
に
つ
い
て
の
見
解
が
、
暗
黙
の
前
提
と
な
っ
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

そ
の

北法15(3・37)629 



説

(

l

)

本
誌
一
五
巻
一
号
四
七
頁
参
照
。

(

2

)

同
旨
末
川
・
前
掲
一
二

O
頁
及
び
桜
村
・
前
掲
六
四
頁
。

(
3
〉
〈
向
]
・
出
ロ
ゲ
ト
ヨ
ロ
ロ
口
、

C
H
Z
r
R
I
E
L
〈
主
同
四
月
σロゲ丹、

3
3
u
∞・

8
・

(

4

)

こ
の
学
説
を
採
る
者
は
多
い
。
例
え
ば
ド
イ
ツ
で
は
コ

l
ラ
I

(
穴
口
匡
巾
♂

CHN
白ヨ

ω口}三止宅・・

ω-HN∞
戸
)
、
リ
i
ツ
ラ
l

(
列
ぽ
N-2・
cmwω-NH日)、

ア
ル
フ
ェ
ル
ト

(
k
r
=
r
z
w
F
C
C
胡
同
〉
ロ
E-mw)
な
ど
が
、
ま
た
わ
が
国
で
は
、
末
川
・
前
掲
一
一
九
頁
以
下
、
捺
村
・
前
掲
六
三
頁
以
下
、
飯
塚
・
無

休
財
産
法
論
(
昭
和
一
五
年
)
一
九
二
頁
以
下
な
ど
が
こ
の
見
解
を
採
っ
て
い
る
。

(

5

)

こ
の
ケ

I
ス
は
、
こ
戸
口
問
虫
色
門
E
r
q問
》
と
題
す
る
演
劇
が
《

E
7
Z巾
正
巳
rm品
》
の
内
容
と
本
質
的
な
部
分
に
お
い
て
一
致
し
、
そ
の
た
め
前
者
が
後

者
の
偽
作
と
判
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(
こ
の
ケ

l
ス
は
判
例
集
に
も
‘
∞
口
「
己
N0・
H
N
2
r
s
y丹
7
5
m
E
B
C任命
r
o
Rぬ
の
ど
に
も
登
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
事
案
の
詳
細
は
遺
憾
な
が
ら
不
明

で
あ
る
〉

こ
の
判
決
以
前
の
独
判
例
は
著
作
物
の
「
内
容
」
に
つ
い
て
向
。
ョ
。

s
p
a
と
解
し
て
い
た
(
例
え
ば
問
。
N

8

・
回
目
∞
一
列
。
N

∞M
W

回
目
)
が
、
こ
の

判
決
を
契
機
に
「
内
容
」
に
つ
い
て
も
保
護
を
与
え
て
い
る
。

例
え
ば
、
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
一
九
五
九
年
一
月
三

O
日
の

B
G
H
判
決
(
伊
rc一N
P
F
日・

0
・
切
の
出
N

Z

?
印
印
)
が
、
演
劇
著
作
物
に
つ
き
、
保
護
さ

れ
る
の
は
言
葉
で
表
現
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
筋
書
と
が
登
場
人
物
の
役
割
性
格
な
ど
も
含
ま
れ
る
と
判
示
し
て
い
る
が
如
き
で
あ
る
。

(

6

)

か
か
る
方
法
を
採
る
者
と
し
て
は
、

c
-
5
2
d
p
§
2
1己
主
〈
2
F
m匂
2
Z・
5
2・
ω・
8
∞
R
w
Eロ
ゲ
ヨ
白
ロ
p
p白・
0
・wω
・
∞
。
戸
な
ど
が
あ
る
。

(

7

)

本
誌
一
五
巻
一
号
六
一
一
良
参
照
。

論

第
二
項

著
作
権
の
保
護
主
体

わ
れ
わ
れ
は
著
作
権
の
権
利
構
造
を
論
ず
る
に
あ
た
り
、
著
作
権
の
保
護
主
体
を
著
作
者
と
し
、
著
作
権
が
著
作
者
の
保
護
を
目
的
と

そ
し
て
か
か
る
前
提
に
立
つ
限
り
著
作
権
一
元
論
が
最
も
す
ぐ
れ
た
見
解
で
あ
る
と
の
結
論
を

得
た
(
ト
何
輸
叫
献
れ
叶
駅
怜
比
一
献
糊
口
一
純
一
口
一
町
一
山
一
日
、
け
)
。
実
定
法
の
分
野
に
お
い
て
も
、
同
じ
く
著
作
者
の
保
護
を
目
標
と
し
な
が
ら
も
二
一
ん

的
構
成
に
徹
し
た
独
改
正
草
案
と

r
c
x
号

5
F
的
構
成
を
採
っ
た
現
行
法
と
で
は
、

す
る
権
利
で
あ
る
と
の
前
提
に
立
っ
た
。

既
に
述
べ
た
と
お
り
、

前
者
の
方
が
著
作
者
の

北法15(4・38)630



保
護
と
い
う
点
で
徹
底
し
て
い
る
。
こ
れ
を
み
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
一
元
的
構
成
は
著
作
者
の
保
護
を
前
提
と
し
て
は
じ
め
て
、
そ
の

効
用
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
と
い
え
る
。
も
っ
と
も
著
作
権
の
保
護
主
体
が
著
作
者
で
あ
り
、
著
作
権
は
著
作
者
の
保
護
を
目
的
と
す

る
権
利
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

一
見
し
た
と
こ
ろ
当
然
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。

英
米
法
に
み
ら
れ
る
如
く
、
著
作
権
を
著
作
権
所
有
者
、
す
な
わ
ち
、
著
作
物
を
排
他
的
に
利
用
す
る
権
限
を
有
す
る
者
を
保
護
す
る
権

利
と
し
て
把
え
る
な
ら
ば
、
著
作
権
の
保
護
主
体
は
著
作
者
に
限
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
o

英
米
法
の
場
合
に
は
、
著
作
者

よ
り
も
む
し
ろ
、
通
常
、

著
作
権
を
取
得
す
る
立
場
に
あ
る
著
作
物
利
用
者
の
方
に
、
保
護
の
重
点
が
移
さ
れ
て
い
る
と
い
う
感
を
強

く
す
る
。

こ
の
よ
う
に
著
作
権
は
必
ず
し
も
著
作
者
の
保
護
と
は
結
び
つ
か
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
何
故
著
作
者
の
保
護
と
い
う
前
提
に
立
っ
て

理
論
構
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
こ
の
点
の
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
著
作
権
を
め
ぐ
る
利
害
関
係
人
と
し
て
は
、
著
作
物
を
創
作
し
た
著
作
者
は
い
う
に
お
よ
ぽ
ず
、
そ
の
ほ
か
に
も
著
作
物
の

複
製
、
あ
る
い
は
興
行
を
業
と
す
る
著
作
物
利
用
者
、
さ
ら
に
は
著
作
物
よ
り
精
神
的
な
糧
を
受
け
る
一
般
大
衆
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
o

同

こ
の
う
ち
、
著
作
者
と
一
般
大
衆
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
し
ば
し
ば
著
作
権
に
お
け
る
私
益
と
公
益
の
調
和
の
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
公
益
的
見
地
よ
り
す
る
著
作
権
に
対
す
る
一
定
の
制
限
は
、
著
作
権
の
社
会
的
拘
束
性
か
ら
生
ず
る
内
在

的
制
約
と
し
て
容
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
著
作
権
が
保
護
の
重
点
を
著
作
者
に
お
く
か
、
あ
る
い
は
著
作
権
所
有
者
に
お
く

著作権の一元的構成について

か
と
は
関
係
な
く
妥
当
す
る
問
題
で
あ
る
o

従
っ
て
、
こ
こ
で
は
こ
の
間
題
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。
要
は
著
作
者
と
著
作
権
所
有
者
と
の

北法15(4・39)631

関
係
に
お
い
て
何
故
に
前
者
に
保
護
の
重
点
を
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
の
点
に
あ
る
。

こ
の
問
題
は
著
作
権
の
保
護
客
体
た
る
著
作
物
を
、
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
把
え
る
か
と
い
う
こ
と
と
無
関
係
に
は
論
じ
ら
れ
な

い
。
著
作
物
を
単
に
取
引
財
と
し
て
の
み
把
え
る
な
ら
ば
、
著
作
権
の
保
護
主
体
は
著
作
者
及
び
そ
の
権
利
承
継
人
、

つ
ま
り
、
著
作
権



説

所
有
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
著
作
物
を
取
引
財
と
し
て
の
側
面
の
ほ
か
に
著
作
者
個
性
の
表
象
と
し
て
の
側
面
を
有
す

論

者
の
意
味
に
把
え
る
べ
き
こ
と
を
確
定
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

か
か
る
立
場
に
立
つ
限
り
、
著
作
権
の
保
護
主
体
を
著
作
者
と
解
し
な
け

北法15(4・40)632

る
も
の
と
し
て
把
え
る
な
ら
ば
、
著
作
権
の
保
護
主
体
は
著
作
者
に
限
ら
れ
よ
う
o

わ
れ
わ
れ
は
、
前
項
に
お
い
て
著
作
物
の
本
質
を
後

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
o

こ
の
よ
う
な
理
論
上
の
理
由
の
ほ
か
に
、
全
く
別
の
側
面
か
ら
の
理
由
も
存
在
す
る
。
そ
れ
は
著
作
者
と
著
作
物
利
用
者
と
の
聞
に
み

ら
れ
る
力
関
係
の
差
が
、

一
般
に
前
者
に
不
利
に
作
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
を
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
政
策
的
な

意
図
よ
り
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
著
作
物
利
用
者
の
力
が
著
作
者
の
力
を
上
回
る
と
い
う
現
象
は
、
ひ
と
り
わ
が
国
に
お
い
て
の
み
な
ら

〔

5
)

ず
各
国
に
均
し
く
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
著
作
物
の
伝
播
が
大
き
な
資
本
を
有
す
る
著
作
物
利
用
者
の
手
を
経

な
け
れ
ば
、
実
際
に
は
不
可
能
と
い
う
現
状
に
て
ら
せ
ば
当
然
と
い
え
な
い
こ
と
も
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
著
作
物
利
用
の
た
め
の
契
約

は
一
応
当
事
者
の
自
由
な
合
意
に
よ
る
と
は
い
え
、
実
際
に
は
著
作
者
に
と
っ
て
不
利
な
内
容
の
も
の
と
な
る
場
合
が
多
い
。
著
作
物
の

利
用
よ
り
得
る
莫
大
な
収
益
の
す
べ
て
が
著
作
物
利
用
者
の
手
中
に
帰
し
、
著
作
者
に
殆
ど
還
元
さ
れ
な
い
場
合
も
な
し
と
し
な
い
。
と

く
に
わ
が
国
の
場
合
一
般
に
、
著
作
者
に
権
利
意
識
の
欠
除
、
契
約
内
容
に
対
す
る
無
関
心
な
ど
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
傾
向
は

著
作
者
と
著
作
物
利
用
者
の
力
関
係
の
差
の
拡
大
に
、
い
っ
そ
う
拍
車
を
か
け
て
い
る
と
み
て
差
支
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

も
し
著
作
者
の
生
活
が
脅
か
さ
れ
、
あ
る
い
は
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
い
た
ら
な
く
て
も
、
創
作
意
欲
の
減
退
と
い
う
現
象
が
招
来
さ
れ
る
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
一
国
の
文
化
の
向
上
発
展
に
と
っ
て
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
と
な
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
危
倶
を
一
掃
す
る
た
め
に
は
、
著
作
者

の
利
益
保
護
の
観
点
か
ら
著
作
権
の
法
的
構
成
に
努
め
、
力
関
係
の
差
を
で
き
る
だ
け
短
縮
す
る
方
向
に
向
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が

近
代
的
著
作
権
制
度
確
立
の
た
め
の
必
要
条
件
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
o

以
上
述
べ
た
二
つ
の
理
由
に
埋
づ
き
、
わ
れ
わ
れ
は
著
作
権
の
一
元
的
構
成
を
主
張
す
る
に
当
っ
て
、
著
作
権
の
保
護
主
体
を
著
作
者



と
し
、
著
作
権
が
著
作
者
の
保
護
を
目
的
と
す
る
権
利
で
あ
る
と
の
前
提
に
立
っ
た
も
の
で
あ
る
o

(
l
〉
本
誌
一
五
巻
一
号
一
一

O
頁
以
下
参
照
。

(

2

)

本
誌
一
五
巻
三
号
五

O
O頁
以
下
参
照
。

(
3
)

例
え
ば
、
渡
辺
「
著
作
権
法
の
全
体
性
と
個
人
性
」
論
双
四
二
巻
四
号
四
九
三
頁
以
下
、
勝
本
・
著
作
権
法
改
正
の
諸
問
題
(
昭
和
二
四
年
〉
五
頁
以

下
及
び
城
戸
・
著
作
権
法
改
正
私
案
(
昭
和
二
五
年
)
三
頁
以
下
な
ど
に
詳
細
で
あ
る
。

(

4

)

と
く
に
保
護
期
間
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
本
誌
一
五
巻
一
号
九
九
参
照
。

(

5

)

ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
は
、
本
誌
一
五
巻
三
号
五
一
二
頁
、
注
ハ
8
)
参
照
。

伺著作権の一元的構成について

北法1:5(4・41)633
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Von diesem Heft aus mりchteich das Problem versuchen， ob 

die Aufnahme der monistischen Konstruktion in unseres Urheber 

rechtssystem entweder moglich oder nicht ist. Aber ish denke 

das sich einige Probleme， im voraus zu 1りsen，befinden. 50 in 

diesem Heft mochte ich besonders die folgende zwei Probleme 

studieren: 

(1) Was ist das Wesen des Werks als das Objekt des U子

heberrechts ? 
但:) Was ist das 5ubjekt des Urheberrechts ? 
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